
令和２年度 当初予算



元気あふれる福島市の新ステージへ

◆将来に向けて夢が持てる新しい福島の創生を確実に具現化する
ため、福島市の新ステージへ向け、施策事業を積極的に展開する
予算を編成

①東日本大震災及び原子力災害からの復興を加速するとともに
令和元年台風１９号による被害を検証し、災害対策を強化

②東京オリンピック・パラリンピック大会の成功とレガシーの創出
に向けた事業を推進

③連続テレビ小説「エール」の放送開始を契機とした、
「古関裕而のまち・ふくしま」のまちづくりを推進



一般会計当初予算額

区分
令和２年度

当初予算額（Ａ）
令和元年度

当初予算額（Ｂ）
対前年伸び率

一般会計 1,170億円 1,234億5千万円 △5.2％

特別会計 557億4,127万円 560億458万円 △0.5％

事業会計 240億4,026万円 242億4,512万円 △0.8％

合 計 1,967億8,152万円 2,037億4,083万円 △3.4％

会計別予算額 （単位：万円）

千載 一遇 チャンス



除染関連費用を除いた
一般会計当初予算額

対前年比＋2.5％

３月補正への前倒し分

除染を除いた実質的な
一般会計当初予算額

対前年比＋4.9％



財源確保の状況

■事務事業の見直し

見直し額 約6億2,900万円
新規（拡充）事業数 160事業

■ネーミングライツの導入

計６施設 年間1,716万円

■各種基金の活用

財政調整基金ほか 21.6億円

■市債の活用

交付税措置のある起債を
積極的に活用
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令和２年度

重点施策事業

４．子どもたちの未来へ

７．風格ある「県都ふくしま」

１．安全安心なまちづくり

８．誰にでもやさしい共生社会の推進

３．古関裕而を活かしたまちづくり

２．オリンピック・パラリンピックと遺産の創出

５．「健都ふくしま」の創造

９．市政運営の新ステージ

６．まちのにぎわいと活力

◎・・・新規事業、○・・・一部新規及び拡充



①災害対策の強化

②消防力の充実強化

③気候変動に対応した

住み続けられるまち

④除去土壌の
現場保管解消

⑤生活環境の整備

１．安全安心なまちづくり
23事業 119億6,484万円

◎防災情報配信システム整備事業（多重化）
4億2,910万円

◎水害対策パッケージ 4億 241万円

◎機能別消防団員制度導入事業 1,037万円

○福島消防署清水分署整備事業 2億366万円

◎水素社会実現モデル事業 511万円
・太陽光発電システム設置助成事業

3,210万円

・除去土壌搬出等推進事業 98億3,600万円

・ため池等放射性物質対策事業
4億9,220万円

・交通安全対策事業 1億2,864万円
○「ごみ減量大作戦 第２弾」の推進

1,873万円



①大会開催に向けた
推進事業

②オリンピック・
パラリンピックを
契機としたまちづくり

◎大会期間中のおもてなしイベント 9,069万円
◎2020ふくしま市民応援団おもてなし推進事業 202万円
○大会期間中の安全・安心の確保 2億472万円

２．オリンピック・パラリンピックと遺産の創出
13事業 12億7,190万円

○スポーツによるまちづくり 8億2,642万円
○オリパラを契機とした健康づくり 2,169万円
○賑わいのまちづくり 398万円

◀７月22日、
23日、29日

あづま球場にて
野球・ソフトボール競技開催！



古関裕而を活かした
まちづくり

◎古関裕而記念館魅力発信事業
（館内展示のリニューアル）

1億1,990万円

◎「古関裕而ゆかりのまちサミット」の開催
1,500万円

○古関裕而記念音楽祭、
まちなか音楽祭の開催 2,320万円

◎古関裕而メロディーバス
実証運行事業 660万円

◎「古関裕而のまち・ふくしま」
まちなか回遊事業 300万円

３．古関裕而を活かしたまちづくり
9事業 2億1,490万円

メロディーバスのイメージ

古関裕而記念館



①子ども・子育て
新ステージ2020
推進事業

②待機児童の解消と
子育て環境の整備

③充実した学習環境
の整備

◎特色ある幼児教育・保育の推進 2,404万円

◎認可保育施設
多子世帯保育料軽減 1,537万円

◎福島型給食推進事業 3億4,477万円

４．子どもたちの未来へ
19事業 142億2,826万円

○待機児童対策推進パッケージ
6億7,289万円

○放課後児童クラブの運営
6億 717万円

◎未就学児緊急安全対策事業 4,800万円

○ＩＣＴ教育フューチャービジョン関連整備
15億9,488万円

○学校改築・耐震化 23億7,420万円
改築中の福島養護学校



①「健都ふくしま」
の創造

②「高齢者の元気」
の創造

○健都ふくしま創造事業 3,113万円

○特定健康診査等事業 3,389万円

○がん検診・がん検診推進事業
7億 465万円

○予防接種事業
7億8,537万円

５．「健都ふくしま」の創造
13事業 21億8,854万円

◎高齢者生涯活躍プロジェクト事業
37万円

○後期高齢者保健事業
150万円

・路線バス等高齢者利用促進事業
2億449万円

健都ふくしま創造市民会議



①インバウンド等
観光対策の強化

②地域振興施設
「道の駅」の整備

③商工業の振興

④農林業再生と
振興への展開

⑤中心市街地の
活性化

６．まちのにぎわいと活力
31事業 30億1,595万円

○インバウンド推進事業 1,783万円

◎ふくしま花回廊推進事業 360万円

○公共施設のトイレ洋式化 4,976万円

○「道の駅」整備事業 19億4,761万円
◎「屋内子ども遊び場」整備事業

1億2,560万円

○新規創業者等支援事業 1,197万円

○企業立地促進事業 1,401万円

○農業就業拡大推進事業 503万円
○風評対策・プロモーション 1,691万円
◎スイーツ・プレミアム事業 67万円

◎地域公共交通活性化事業 1,071万円
◎新まちなか広場整備事業 1,142万円
◎信夫山検討推進事業 33万円



①中心市街地の
まちづくりと
公共施設の再編整備

②連携中枢都市圏構想

・広域連携の推進

③移住・定住
推進パッケージ

④シティセールス
重点パッケージ

⑤歴史・文化と
次世代環境が
調和したまちづくり

７．風格ある「県都ふくしま」
24事業 35億8,089万円

・駅東口地区市街地再開発事業 3,560万円
◎駅前交流・集客拠点整備事業 652万円
◎五老内町地区暮らし・にぎわい 5,000万円

○福島圏域連携強化推進事業 325万円

○広域連携推進事業 2,024万円

◎新生活応援事業 535万円

◎広報推進事業 430万円

◎福島からエール発信事業 2,300万円
◎福島市応援関係人口創出事業 973万円
○ふるさと納税促進事業 6,540万円

○写真美術館の再整備、企画展 3億631万円
○「旧広瀬座」の改修・活用事業 2,097万円
・新最終処分場の整備 29億4,440万円



①バリアフリー
推進パッケージ

②多文化共生の推進

◎バリアフリー推進事業
2,497万円

○手話言語条例関連事業
153万円

・集会所建設費等補助 100万円
（バリアフリー改修分）

○ふくしま観光バリアフリー推進事業
120万円

８．誰にでもやさしい共生社会の推進
8事業 4,340万円

◎外国人生活相談事業
573万円

◎日本語教育推進事業
122万円

・国際交流員配置 517万円

バリアフリーパートナーミーティング



①市民協働で
ふくしまの未来を
描く

②市民サービスの
向上

③ＩＣＴを活用した
業務効率化

○「第６次福島市総合計画」の策定 1,227万円
◎「地域の個性を活かした

まちづくり計画」の策定 51万円
・ふくしま元気トーク開催事業 30万円

９．市政運営の新ステージ
15事業 1億5,321万円

◎ＬＩＮＥ推進事業 150万円

◎多言語情報配信事業 50万円

◎市税収納のキャッシュレス化 35万円

◎個人番号カード利用環境整備事業 1,375万円

◎ＩＣＴ推進事業 725万円
◎行政改革アドバイザー 92万円
（デジタル専門人材）
◎議会のＩＣＴ化 449万円

福島元気トークの開催▶



市民一体「Ｏｎｅ Ｔｅａｍ」
となって、新しいステージへ

～世界にエールを送るまち ふくしま～


